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要旨︓ 2022年のノーベル化学賞は「クリックケミストリーと⽣体直交化
学」の開発業績で、バリー・シャープレス（スクリプス研究所）、
モーテン・メルダル（コペンハーゲン⼤学）、キャロライン・ベル
トッツィ（スタンフォード⼤学）の3名に授与されました。クリック
ケミストリーとは、2つの分⼦を混ぜるだけで、効率良く2つの分⼦
を結びつけることができる反応化学の総称です。シートベルトをする
ときバックルが「カチッ（click）」と⾳を⽴てて、簡単にしっかりと
繋がるイメージで、この名前が付けられています。⼀⽅、⽣体分⼦が
ひしめき合う夾雑環境から影響されず、望む化学反応を実現できるよ
うな系を⽣体直交化学（bioorthogonal chemistry）といいます。ク
リックケミストリーは、ケミカルバイオロジー研究では、相当に利⽤
されており、今回の受賞につながりました。しかし、ケミカルバイオ
ロジーの研究者に限らず、クリックケミストリーを知らない化学者は
いない︕というほど化学分野では浸透しています。もっとも代表的な
ヒュスゲン環化反応は、本当に「使える反応」です。私は、スクリプ
ス研究所に留学時に（２００３－２００４年）、シャープレス研でク
リックケミストリーが猛烈に推進されているのを⽬の当たりにしてい
ましたし、その後の発展も⾒てきました。少し偏った観点になるかも
しれませんが、有機化学者である私の⽬から⾒た「クリックケミスト
リー＆２０２２年ノーベル化学賞」を、できるだけわかり易く解説し
たいと思います。
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